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○気象予報士制度
ɹ༧ใͷਫ਼ɺݱͷ༧ΛͲͷΑ͏ͳํ๏Ͱࠨʹ͔͏ߦӈ͞Ε· ɻ͢ؾ࿘ͷݱͷ༧

ʹɺ༧ใࢿྉͷղऍͳͲߴͳٕΛཁ͢Δ͜ͱ͔Βɺຽؒؾؾ͕ऀۀࣄͳͲͷ༧ใΛߦ

ΘͤΔ͜ͱΛ͚͓ٛͯΓɺ͜ߦ༧ଌΛʹ࢜༧ใؾʹࡍ͏ ΕʹΑΓ༧ଌͷਫ਼Λ୲อͯ͠ ͍· ɻ͢

� ຽؒͷؾۀࣄ

予報業務許可事業者の気象関連事業の年間総売上と
事業者数の推移（事業者数は各年度末現在）

予報業務の許可を取得した「予報業務許可事業者」は、年々増加してきています。特に、平
成 19 年 12 月から地震動及び火山現象の許可制度が開始されたことを受け、平成 19 年度は
前年度に比べ６割以上増加しています。
予報業務許可事業者（国、地方公共団体を除く。）による気象関連事業の年間売上高は、
３００億円前後で推移しています。
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第1部　気象業務の現状と今後
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○民間事業者等に対する支援
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気象庁からの観測データ、予報資料の流れと、民間気象事業者による気象サービスの例

気象庁から提供された観測・解析・予報等の成果及び数値予報資料を基盤として、民間気象事業者は様々な気象サービスを行っています。
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